第３部会（保健福祉）第４回部会概要

日　時　　平成１９年５月９日（水）　午後６時３０分～午後８時３０分

場　所　　市役所　第３委員会室

出席者　　山田耕一　安達陽子　瀧川正義　中原義勝　橋本真弓　畑田ひろみ　

平田和弘　吹越愛子　前田文彦　山口　忠　吉野良子
説明員　　佐藤保健福祉部長　室保健福祉部次長　鈴木社会福祉Ｇ総括主幹　

永宮高齢・介護Ｇ総括主幹　松本国保・年金Ｇ総括主幹

渡部高齢・介護Ｇ主査　村井高齢・介護Ｇ主査　太田国保・年金Ｇ主査

事務局　　宮崎企画主幹　沼田企画主査

議　題　　１．敬老会補助金及び家族介護慰労金、国民健康保険税・介護保険料の算定方法、７０歳から７４歳の自己負担額の増額について
　　　　　２．その他

１．保健福祉部からの説明
　　　議題１について市の担当職員から説明を受けた。

　　・敬老会補助金について（鈴木社会福祉Ｇ総括主幹）

・家族介護慰労金及び介護保険料の算定方法について（永宮高齢・介護Ｇ総括主幹）

・国民健康保険税の算定方法及び７０歳から７４歳の自己負担額の増額について（太田国保・年金Ｇ主査）

２．その他
　・市の担当職員の説明を受けることは勉強になるが、何を部会で検討していくのかテーマを絞る必要がある。まちづくり基本条例と第２期基本計画に目を通したが、条例は誰が責任を持つのかわかりにくい。第２期基本計画は具体的にどう進めていくのか分からない。第１期基本計画の評価が無い。【資料提出】

　・第３部会では、保健福祉など１２項目（社会福祉、保健福祉、児童福祉、国民健康保険、年金、医療、介護保険、障がい福祉、保育、保健、生活保護、母子など）について協議・改善を行い、全部みるわけではない。勉強していく中でどれから手をつけていくか。〔部会の主に扱う事項に重複項目がありましたので、発言についても１２項目とさせていただきました　事務局〕

　・この会は行政に対するプレッシャー団体ではない。気楽に話し合いをすれば良いと言われた。部会で決めたから行政にやってくれというものではない。

　・行政に注文はつけられると思う。

　・新しい人に資料を全て渡した方がよい。
　・これまでの流れを考えると部会で提案したことが全体会議で諮られた後、行政に予算がないとはねられたら２年間無駄になるのではと危惧する。

　・市議にも情報が伝わるし、無駄ではないと思う。条例などを見直すのも我々の任務と考える。

　・説明にあった事項のように行政から一方的に押し付けられて良いのか。何か対抗策は無いのか。水道料金の値上げも適正なのか。泣き寝入りしたくない。トータルで取り上げて優先順位を決めてはどうか。

　・水道はほかの部会。部会で決まったものを運営委員会にかけ総会を経て、市や市議会でもつかどうか分からないが解決の糸口がある。ここでは１２項目について提案していくべき。

　・スケジュール化して話し合いを進める必要がある。スケジュールを組み立てていかないとただ時間を費やすだけだと思う。
　・疑問点をピックアップしそれから考えていくということがよいと思う。
　・まだテーマを絞りきれない状況にある。自分の考えでテーマとして取り上げて欲しいものがあれば取り上げ、疑問点があれば説明を受けてどうしていくべきか話し合っていけばよい。内容を知らないで議論はできない。知識を得て、それをもとにテーマを取り上げていけば良い。

　・分野も広いので問題があれば勉強して、納得するなり、また、その上で問題提起する。今はまだ現状のままでいいと思う。
　・いろいろ活動拠点をもっている人の集まりではあるが圧力団体ではない。いろいろ経験してテーマを絞っていけば良い。

　・取り上げるテーマを決めないと、ただ勉強に終わる。

　・各委員が悩んでいるテーマを提出してもらっても良い。

　・予定を組んで進めるのは大切だが、まだスタートラインなのでしかたがない。１２項目について全部検討することはできないかもしれないが、改善点について時間をかけてやっていきたい。個々での議論は、継続・持続するものであり、２年限りではない。
　・毎回、結論をだして合意をとる必要はない。

●次回開催日等について

　　・次回開催日　平成１９年６月１２日（火）　１８時３０分～　第３委員会室

　・次回のテーマは特に決めず、全体会議の内容等をもとに話し合うこととします。
